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新
聖
堂
成
聖
式 

『
神
現
聖
堂
』 

準 
備 
『
大
聖
事
経
』
の
記
述
に
よ
る 

 

教
会
が
完
成
し
た
ら
、
主
教
は
前
日
ま
で
に
使
節
を
派
遣
し
成
聖
の
準
備
を
す
る
。
至
聖
所
の
み
な
ら
ず
、
教

会
全
体
に
つ
い
て
準
備
を
行
う
。
特
に
宝
座
（
聖
な
る
テ
ー
ブ
ル
）、
四
本
の
柱
、
不
朽
体
を
治
め
る
収
納
部
分
の

あ
る
５
本
目
の
柱
を
中
央
に
設
置
。
収
納
部
分
は
宝
座
の
天
板
の
真
下
で
、
高
さ
約
３
５
セ
ン
チ
。
宝
座
の
大
き

さ
は
高
さ
約1

メ
ー
ト
ル
。
幅
奥
行
き
は
至
聖
所
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
る
。
四
本
の
柱
の
上
部
に
は
ミ
ツ
ロ
ウ
の

パ
テ
を
入
れ
る
た
め
の1

セ
ン
チ
ほ
ど
の
穴
（
英
文
で
は
数
イ
ン
チ
）、
柱
の
下
か
ら
１
０
セ
ン
チ
ほ
ど
の
所
に
ヒ

モ
を
ひ
っ
か
け
る
た
め
の
刻
み
目
柱
の
上
部
に
も
同
様
に
刻
み
目
を
つ
け
る
。
天
板
の
四
隅
は
、
釘
の
頭
が
で
な

い
よ
う
に
、
あ
ら
か
じ
め
へ
こ
み
を
作
っ
て
お
く
。
釘
が
ま
っ
す
ぐ
は
い
る
よ
う
に
、
柱
頭
に
も
あ
ら
か
じ
め
穴

を
あ
け
て
お
く
。 

 

必
要
品 

宝
座
の
た
め
、
釘
４
本
、
釘
を
打
つ
た
め
の
石
４
コ
、
宝
座
と
奉
献
台
の
覆
い
（
下
衣
、
白
）
、
宝
座
を
縛
る
ヒ
モ(

約
４
０
ｍ)

、
宝
座
と
奉

献
台
の
上
覆
い
（
イ
ン
デ
ィ
テ
ィ
ア
）
、
と
、
奉
献
台
と
宝
座
を
お
お
う
カ
バ
ー
、
大
気
、
天
板
を
み
が
く
布
巾
、
王
門
の
カ
ー
テ
ン
、
イ
リ
テ
ィ
オ
ン

２
枚
、
バ
ラ
水
と
教
会
用
ワ
イ
ン
を
入
れ
る
ガ
ラ
ス
容
器
、
聖
水
を
撒
く
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
（
ア
ス
ペ
ル
ギ
ル
ス
）
、
聖
膏
、
竿
、
ス
ポ
ン
ジ
４
コ
（
宝

座
天
板
を
ぬ
ぐ
う
た
め
）
、
ア
ン
テ
ィ
ミ
ン
ス
用
ス
ポ
ン
ジ1
コ
、
ポ
テ
ィ
ー
ル
用
ス
ポ
ン
ジ
、
宝
座
の
下
に
設
置
す
る
不
朽
体
を
入
れ
る
小
さ
な
鉛
の

入
れ
物
、
主
教
の
た
め
の
細
い
ロ
ウ
ソ
ク
、
他
の
神
品
信
徒
に
配
る
た
め
の
細
い
ロ
ウ
ソ
ク
、
乳
香
（
最
上
級
の
と
普
通
の
）
、
大
ロ
ウ
ソ
ク
２
本
（
十

字
行
用
）
、
凱
旋
旗
、
そ
の
他
。
聖
堂
の
周
囲
を
清
掃
。 

 

宝
座
の
柱
上
か
ら
天
板
を
外
し
、
右
側
の
側
面
に
お
く
。
柱
の
上
に
置
く
位
置
を
あ
ら
か
じ
め
記
し
て
お
く
。 

王
門
前
に
テ
ー
ブ
ル
を
置
き
、
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
を
か
け
、
聖
福
音
経
と
十
字
架
、
ほ
か
の
聖
器
物
、
ス
プ
ー
ン
、
ほ
こ
、A

lt
ar

 Cl
ot

h

、
大
気
、

ヒ
モ
、
聖
卓
と
奉
献
台
の
カ
バ
ー
、
釘
、
ス
ポ
ン
ジ
な
ど
を
置
く
。A

lt
ar

 c
lot

h
（
宝
座
覆
い
）
で
覆
い
、
燭
台
を
四
隅
に
置
く
。 

至
聖
所
内
、
主
教
座
の
近
く
に
も
う
ひ
と
つ
小
さ
な
テ
ー
ブ
ル
を
置
き
、Al

ta
r clo

th
を
か
け
、
聖
膏
、
教
会
用
ワ
イ
ン
、
バ
ラ
水
を
い
れ
た
容
器
、

竿
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー(

聖
水
を
撒
く
も
の)

、
石
を
置
く
。 
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不
朽
体
を
デ
ィ
ス
コ
ス
の
上
に
置
き
、
星
架
と
大
気
で
覆
う
。
成
聖
式
の
前
の
晩
、
王
門
の
右
側
、
救
世
主
の
イ
コ
ン
の
前
の
ア
ナ
ロ
イ
上
に
置
く
。
至

聖
所
の
外
で
主
教
の
指
名
し
た
者
が
「
献
堂
の
徹
夜
祷
」
を
行
う
。
小
聖
水
式
を
行
う
前
に
、
う
や
う
や
し
く
近
隣
教
会
へ
と
運
び
出
す
。
早
朝
の
聖
体

礼
儀
の
あ
と
、
宝
座
の
上
、
通
常
福
音
経
の
置
か
れ
る
場
所
に
設
置
す
る
。
福
音
経
は
不
朽
体
の
東
側
に
置
き
、
不
朽
体
の
前
に
燭
台
を
置
く
。
近
く
に

教
会
が
な
い
場
合
は
、
ア
ナ
ロ
イ
の
上
に
置
い
た
ま
ま
に
す
る
。 

 

晩
祷
の
終
わ
っ
た
後
、
宝
座
か
ら
イ
コ
ノ
ス
タ
ス
救
世
主
イ
コ
ン
の
前
に
移
動
、
安
置 

 

ミ
ツ
ロ
ウ
の
パ
テ
に
つ
い
て
。 

主
教
の
到
着
す
る
前
日
の
朝
、
ミ
ツ
ロ
ウ
パ
テ
を
作
る
。
ミ
ツ
ロ
ウ
、
細
か
い
樹
脂w

ax
-m

ast
ic

（
樹
脂
が
な
い
場
合
は
白
い
乳
香
で
代
用
）
、g

ro
un

d
 

i
nc

en
se

特
別
の
乳
香
（
エ
ニ
シ
ダ
の
木<

１
列
王
記1

9:4
>

か
ら
と
っ
た
）
、
つ
ぶ
し
た
ア
ロ
エ
（
ア
ロ
エ
が
な
い
場
合
は
、
硫
黄
で
代
用
）
。
ミ
ツ
ロ
ウ

を
新
し
い
ポ
ッ
ト
に
入
れ
、
他
の
も
の
を
用
意
し
た
場
所
の
反
対
側
に
置
く
。
ミ
ツ
ロ
ウ
が
暖
ま
っ
た
ら
、
上
記
の
者
を
ポ
ッ
ト
に
入
れ
、
沸
騰
し
な
い

よ
う
に
棒
で
ぐ
る
ぐ
る
か
き
ま
わ
す
。
沸
騰
し
た
ら
、
し
ば
ら
く
置
い
て
、
ポ
ッ
ト
を
火
か
ら
下
ろ
し
て
お
く
。 
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成 

聖 

式 
 

○
入
堂
式 

聖
体
礼
儀
の
時
間
が
近
づ
き
、
主
教
は
成
聖
さ
れ
る
べ
き
聖
堂
に
入
堂
す
る
。 

  

１
．
到
着
、 

２
．
聖
堂
の
門
の
前
で
主
教
を
出
迎
え
、
パ
ン
と
塩
「
日
の
出
る
と
こ
ろ
よ
り
」
歌
う
。 

３
．
責
任
司
祭
十
字
架
を
盆
に
載
せ
て
出
迎
え 

４
．
輔
祭
「
睿
智
」
、
聖
歌
隊
、
入
堂
の
歌
（
常
に
福
）
を
歌
う
。 

５
．
ト
ン
デ
ス
ポ
テ
ィ
ン 

６
．
主
教
着
装
、
歌
（
「
爾
の
霊
は
・
・
・
」
） 

７
．
ト
ン
デ
ス
ポ
テ
ィ
ン
（
着
装
が
終
わ
っ
た
ら
） 

 

主
教
は
主
教
の
祭
服
を
す
べ
て
付
け
、
祭
服
の
上
か
ら
ス
ラ
キ
ツ
ァ
（
特
別
の
白
い
服
、
エ
プ
ロ
ン
）
ま
た
は
麻
布
を
つ
け
る
。
整
っ
た
ら
至
聖
所
に
入

る
。
陪
祷
す
る
司
祭
も
同
様
の
エ
プ
ロ
ン
を
つ
け
、
必
要
品
の
載
っ
た
テ
ー
ブ
ル
を
主
教
の
右
側
に
運
ぶ
。
主
教
は
王
門
を
通
る
と
き
、
杖
を
副
輔
祭
に

渡
し
、
至
聖
所
に
入
る
。
★
ポ
ド
ヴ
ォ
リ
エ
で
は
奉
献
台
の
成
聖
は
宝
座
の
成
聖
が
始
ま
る
前
に
済
ま
せ
て
い
た
。 

 

王
門
が
開
か
れ
た
ら
、
信
徒
は
至
聖
所
を
出
る
。 

 

○
宝
座
の
成
聖 

主
教
は
祈
っ
た
あ
と
、
両
サ
イ
ド
の
陪
祷
者
に
十
字
を
描
く
。
こ
の
と
き
輔
祭
は
聖
水
を
主
教
に
持
っ
て
く
る
。
主
教
は
ヒ
ソ
ッ
プ
を
取
っ
て
、
柱
に
聖

水
を
か
け
る
。
サ
ク
リ
ス
タ
ン
（
聖
具
係
）
が
ミ
ツ
ロ
ウ
パ
テ
を
持
っ
て
く
る
。
ミ
ツ
ロ
ウ
パ
テ
に
聖
水
を
か
け
る
。
ミ
ツ
ロ
ウ
パ
テ
の
入
れ
物
を
取
り
、

柱
に
十
字
型
に
、
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ま
で
注
ぐ
。
入
れ
物
を
サ
ク
リ
ス
タ
ン
（
聖
具
係
）
に
渡
し
、
柱
に
聖
水
を
か
け
る
。
ワ
ッ
ク
ス
パ
テ
を
早
く
冷
や

す
た
め
。
終
わ
っ
た
ら 

-
--

--
--

--
---

--
--

--
--

---
--

--
-- 

輔
祭 

主
に
祷
ら
ん
。 
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司
祭 

主
憐
れ
め
よ 

主
教 

主
、
神
、
我
が
救
世
主
、
人
類
を
救
う
が
為
に
万
事
を
成
し
、
及
び
行
う
の
主
よ
、
我
等
爾
の
当
た

ら
ざ
る
諸
僕
の
祈
祷
を
入
れ
て
、
我
等
に
今
、
定
罪
せ
ら
る
る
な
く
、
爾
を
讃
揚
す
る
が
為
に
［
聖

な
る
神
現
］
の
名
に
よ
り
て
造
ら
れ
し
此
の
堂
を
成
聖
し
、
及
び
こ
こ
に
宝
座
を
立
て
る
に
堪
え
る

も
の
と
な
ら
し
め
給
へ
。
（
高
声
）
蓋
、
お
よ
そ
光
栄
、
尊
貴
、
伏
拝
は
爾
、
父
と
子
と
聖
神
に
帰

す
、
今
も
何
時
も
世
世
に
。 

司
祭 

ア
ミ
ン
。 

 

司
祭
等
は
天
板
を
運
び
、
主
教
は
両
側
か
ら
聖
水
を
か
け
、
宝
座
の
柱
の
上
に
セ
ッ
ト
す
る
。 

 

同
時
進
行
、
聖
所
で
は
【14

4

聖
詠
歌
う
】 

わ 
 

我
が

か
み神

、
わ 

 

我
が

お
う王

よ
、

わ
れ我
な
ん
じ

爾
を

と
う
と

尊
み･･

･･
･

、 

 

主
教 

我
等
の
神
は
常
に
崇
め
讃
め
ら
る
、
今
も
何
時
も
世
世
に 

司
祭 

ア
ミ
ン
。 

 

聖
所
、
続
け
て
【
第2
2

聖
詠
歌
う
】 

し
ゅ主

は
わ
れ我

の
ぼ
く
し
ゃ

牧
者
な
り
、

わ
れ我
ば
ん
じ

萬
事
に

と
ぼ乏

し
か
ら
ざ
ら
ん
。･

･
･
･
･
 

 

主
教 
 

我
等
の
神
は
常
に
崇
め
讃
め
ら
る
、
今
も
何
時
も
世
世
に 

司
祭 

 

ア
ミ
ン 
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サ
ク
リ
ス
タ
ン
（
聖
具
係
）
は
釘
を
運
び
、
宝
座
の
上
に
置
く
。
主
教
は
聖
水
を
か
け
る
。
柱
の
位
置
に
釘
を
置
く
。

サ
ク
リ
ス
タ
ン
（
聖
具
係
）
は
石4

個
を
持
っ
て
く
る
。
主
教
は
一
つ
取
っ
て
、
ほ
か
の
神
品
が
残
り
を
取
り
、
宝

座
釘
を
打
ち
付
け
て
の
天
板
を
固
定
す
る
。
習
慣
と
し
て
、
石
は
宝
座
の
下
に
置
く
。
ミ
ツ
ロ
ウ
を
注
ぐ
。
天
板
に

あ
ふ
れ
た
ミ
ツ
ロ
ウ
を
き
れ
い
に
こ
そ
げ
と
る
。  

 

王
門
の
前
に
す
ば
や
く
絨
毯
を
敷
き
、
オ
ル
レ
ツ
を
敷
く
。
王
門
開
く
。
主
教
は
至
聖
所
を
出
て
、
オ
ル
レ
ツ
の
上

に
立
ち
、
長
司
祭
が
唱
え
る
。 

 

輔
祭 

我
等
ま
た
ま
た
膝
を
屈
め
て
主
に
祷
ら
ん
。 
 

（
諸
司
祭
ひ
ざ
ま
ず
く
）
（
聖
堂
内
の
信
徒
も
ひ
ざ
ま
ず
く
） 

司
祭 

主
憐
れ
め
、
主
憐
れ
め
、
主
憐
め
よ
。 

 

主
教
は
オ
ル
レ
ツ
の
上
に
跪
き
、
祝
文
を
大
き
な
声
で
唱
え
る
。
（
司
祭
、
輔
祭
、
至
聖
所
内
の
神
品
も
跪
く
）
習

慣
的
に
、
こ
の
祝
文
は
会
衆
の
方
を
向
い
て
唱
え
る
。 

主
教
：
無
限
に
し
て
永
存
な
る
神
、
万
物
を
無
よ
り
有
と
な
し
、
近
づ
き
難
き
光
に
居
り
、
天
を
以

て
宝
座
と
な
し
、
地
を
以
て
足
台
と
な
し
、
モ
イ
セ
イ
に
命
令
と
書
式
と
を
与
へ
、
ヴ
ェ
セ
レ
イ
ル

に
智
恵
の
神し

ん

を
容
れ
て
、
彼
等
を
奉
事
の
条
例
た
る
真
理
の
表
式
と
預
象
を
含
有
せ
し
、
證
詞
の
幕

を
造
る
に
堪
ふ
る
者
と
な
し
、
ソ
ロ
モ
ン
に
心
の
廣
潤
包
大
な
る
を
賜
ひ
、
彼
を
以
て
古
の
聖
堂
を

興
し
、
聖
に
し
て
讃
美
た
る
諸
使
徒
に
聖
神
に
於
け
る
の
奉
事
と
真
理
の
幕
の
恩
寵
を
新
た
に
し
、

彼
等
に
依
り
て
爾
の
聖
な
る
教
会
と
爾
の
祭
台
を
全
地
に
植
え
付
け
、
以
て
爾
に
聖
せ
ら
れ
し
無
血
祭
を
献
ぜ
し
め
て
、
今
、
ま
た
、
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こ
の
堂
の
［
ハ
リ
ス
ト
ス
の
神
現
］
の
名
に
よ
り
、
爾
と
爾
の
独
生
子
と
、
爾
の
至
聖
神
の
光
栄
の
為
に
造
ら

る
る
を
喜
べ
る
萬
軍
の
主
よ
、
親
ら
不
死
に
し
て
大
恩
を
賜
ふ
の
王
よ
、
爾
の
鴻
恩

め

ぐ

み

と
爾
の
慈
憐

あ
わ
れ
み

を
記
憶
せ
よ
。

蓋
、
是
れ
永
遠
よ
り
あ
る
な
り
。
我
等
多
く
の
罪
に
汚
れ
し
者
を
厭
う
勿
れ
。
又
我
等
の
不
浄
に
よ
り
て
爾
の

約
を
破
る
勿
れ
。
乃
、
今
も
我
等
の
罪
過
を
問
は
ず
し
て
、
我
等
を
堅
固
に
し
、
我
等
を
爾
が
生
命
を
施
す
聖

神
の
恩
寵
と
降
臨
に
よ
っ
て
、
定
罪
な
く
し
て
、
こ
の
堂
を
新
開
し
、
及
び
此
の
内
に
あ
る
祭
台
を
成
聖
す
る

に
堪
ふ
る
者
と
な
し
、
此
の
上
に
於
い
て
も
聖
詠
と
歌
頌
と
機
密
の
奉
事
と
を
以
て
、
爾
を
讃
栄
し
、
及
び
常

に
爾
の
慈
憐
を
讃
揚
せ
し
め
給
へ
。
嗚
呼
、
主
宰
、
主
、
我
が
神
、
地
の
四
極
の
恃
み
よ
、
我
等
罪
人
、
爾
に

祷
る
者
に
聴
き
て
、
叩
拝
せ
ら
る
る
爾
が
全
能
の
至
聖
神
を
遣
わ
し
て
、
此
の
堂
と
、
此
の
祭
台
を
成
聖
し
、

此
れ
に
爾
が
永
存
の
光
を
充
て
、
此
を
擇
び
て
爾
の
居
所
と
な
し
、
此
れ
を
爾
が
光
栄
の
住
居
の
處
と
な
し
、

此
れ
を
爾
が
神
聖
な
る
上
天
の
恩
賜
に
て
飾
り
、
此
を
颶
風
に
遭
ふ
者
の

湊
み
な
と

、
諸
慾
の

醫
い
や
し

、
弱
き
者
の
避
所
、

悪
魔
の

禦
ふ
せ
ぎ

と
な
し
給
え
。
願
く
は
爾
の
目
は
日
夜
、
之
が
為
に
開
け
、
爾
の
耳
は
畏
れ
と
慎
を
以
て
此
に
入

り
、
至
尊
に
し
て
伏
拝
せ
ら
る
る
爾
の
名
を
呼
ぶ
者
の
祈
祷
を
聴
き
、
彼
等
が
爾
に
願
ふ
事
は
、
爾
、
上
天
に

於
い
て
、
之
を
納
れ
、
慈
恵
を
行
い
て
仁
慈
な
る
主
と
な
り
給
へ
。
こ
れ
を
世
の
終
わ
る
迄
、
動
き
な
く
守
り
、

此
の
裏
に
あ
る
祭
台
を
爾
が
聖
神
の
能
力
と
行
為
に
て
至
聖
な
る
者
と
な
し
、
こ
れ
を
栄
す
る
こ
と
法
律
に
由

る
の
潔
浄
所
に
踰
え
、
こ
の
上
に
行
う
の
聖
務
は
、
爾
の
聖
な
る
天
上
の
無
形
の
祭
台
に
登
り
て
、
我
等
に
爾

の
潔
浄
な
る
、
蔽へ

い

護ご

の
恩
寵
を
降
す
者
と
為
し
給
え
。
蓋
我
等
の
恃
む
と
こ
ろ
は
我
が
手
の
務
め
に
あ
ら
ず
し

て
、
乃
爾
の
言
い
難
き
仁
慈
な
り
。 
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祝
文
が
終
わ
る
と
主
教
は
立
ち
上
が
り
至
聖
所
の
宝
座
の
前
へ
。
（
王
門
、
閉
じ
る
）
長
輔
祭
は
至
聖
所
内
で
唱
え
る
。 

 

【
大
連
祷
】
※
「
主
憐
れ
め
よ
」
も
神
品
が
歌
う
。 

輔
祭 

 

神
や
爾
の
恩
寵
を
以
て
我
等
を
佑
け
救
い
憐
れ
み
護
れ
よ
。 

司
祭 

 

主
憐
れ
め
よ
、 

輔
祭 

 

上
よ
り
降
る
安
和
と
我
等
が
霊
の
救
い
の
為
に
主
に
祷
ら
ん
。 

輔
祭 

 

全
世
界
の
安
和
、
神
の
聖
な
る
諸
教
会
の
堅
立
及
び
衆
人
の
合
一
の
為
に
主
に
祷
ら
ん
。 

輔
祭 

 

尊
貴
な
る
我
等
の
東
京
の
大
主
教
、
全
日
本
の
府
主
教
ダ
ニ
イ
ル
及
び
尊
貴
な
る
仙
台
の
主
教
セ
ラ
フ
ィ
ム
並
び
に
其
の
手

の
行
う
所
、
及
び
こ
れ
と
共
に
す
る
諸
司
祭
、
諸
輔
祭
の
為
に
主
に
祷
ら
ん
。 

輔
祭 

 

こ
の
聖
堂
、
及
び
そ
の
内
に
あ
る
こ
の
祭
台
の
聖
神
の
降
臨
と
能
力
に
て
聖
せ
ら
る
る
が
為
に
主
に
祷
ら
ん
。 

輔
祭 

 

わ
が
国
の
天
皇
、
及
び
国
を
司
る
者
の
為
に
主
に
祷
ら
ん
。 

輔
祭 

 

こ
の
町
と
お
よ
そ
の
町
と
地
方
、
及
び
信
を
以
て
こ
の
中
に
居
る
者
の
為
に
主
に
祷
ら
ん
。 

輔
祭 

 

我
等
諸
々
の
憂
愁
と
忿
怒
り
と
危
難
と
を
免
る
る
が
為
に
主
に
祷
ら
ん
。 

輔
祭 

 

至
聖
、
至
潔
に
し
て
至
り
て
讃
美
た
る
我
等
の
光
栄
の
女
宰
、
生
神
女
、
永
貞
童
女
マ
リ
ヤ
と
、
諸
聖
人
と
を
記
憶
し
て
、

我
等
己
の
身
、
及
び
互
い
に
各
々
の
身
を
以
て
並
び
に
悉
く
の
我
等
の
生
命
を
以
て
ハ
リ
ス
ト
ス
、
神
に
委
託
せ
ん
。 

司
祭 

 

主
爾
に 

主
教 

 

蓋
爾
は
我
が
神
な
り
、
聖
に
し
て
爾
の
為
に
苦
を
受
け
し
尊
貴
な
る
致
命
者
の
上
に
息
ふ
、
我
等
、
光
栄
を
爾
、
父
と
子
と

聖
神
に
献
ず
、
今
も
何
時
も
世
世
に 

司
祭 

 

ア
ミ
ン
。 
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サ
ク
リ
ス
タ
ン
は
お
湯
を
入
れ
た
ピ
ッ
チ
ャ
ー
、
赤
ワ
イ
ン
、
バ
ラ
水
を
主
教
の
所
に
運
ぶ
。
長
輔
祭
唱
え
る
。 

輔
祭 

 

主
に
祷
ら
ん
。 

司
祭 

 
主
憐
れ
め
よ
。 

主
教
は
、
頭
を
屈
め
て
、
お
湯
と
ワ
イ
ン
の
上
で
黙
唱
。(

★
以
下
大
連
祷
と
同
時
進
行) 

主
教 

主
我
が
神
、
爾
が
救
い
を
為
す
の

現
あ
ら
わ
れ

に
て
イ
オ
ル
ダ
ン
の
流
れ
を
聖
に
せ
し
者
よ
、
今
も
親
ら

爾
が
聖
神
の
恩
寵
を
遺
は
し
、
此
の
諸
水
と
酒
に
福
を
降
し
て
、
之
を
爾
の
祭
台
を
成
聖
全
備
す
る
も

の
と
な
し
給
へ
。
蓋
、
爾
は
世
世
に
崇
め
讃
め
ら
る
。
ア
ミ
ン
。 

 

主
教 

 

『
父
及
び
子
及
び
聖
神
の
名
に
よ
り
て
な
り
、
ア
ミ
ン
』
と
、
湯
を
３
度
宝
座
に
か
け
る
。（
★
か
な

り
た
っ
ぷ
り
） 

★
ス
ポ
ン
ジ
を
持
っ
て
き
て
お
湯
で
す
み
ず
み
ま
で
洗
う
。
下
に
こ
ぼ
れ
た
湯
は
タ
オ
ル
で
ぬ
ぐ
い
、
ス
ポ
ン
ジ
と
と

も
に
洗
い
桶
で
回
収
。 

 

主
教
、
ワ
イ
ン
と
バ
ラ
水
を
一
つ
の
容
器
に
混
ぜ
る
。 

 

同
時
進
行
、
聖
所
、
大
連
祷
が
終
わ
っ
た
ら
【
第83

聖
詠
歌
う/

唱
え
る
】
宝
座
を
洗
う
間
。 

ば
ん
ぐ
ん

萬
軍
の

し
ゅ主

よ
、

な
ん
じ

爾

の
す
ま
い

住
所
は

な
ん 

 

何
ぞ

あ
い愛

す
べ
き･

･
･
･
･

。 

 

主
教
、
宝
座
を
洗
い
、
拭
っ
た
後
に
誦
す
。 

主
教 

 

光
栄
は
我
等
の
神
に
世
世
に
帰
す
。 



9 

 

司
祭 

 

ア
ミ
ン
。 

 

主
教
、
バ
ラ
水
と
赤
ワ
イ
ン
を
混
ぜ
た
も
の
を
、
３
度
宝
座
に
十
字
形
に
注
ぐ
。
司
祭
等
と
共
に
手
で
、
宝
座
全
面
に
た
っ

ぷ
り
塗
り
こ
む
。
か
け
る
た
び
に
、
五
十
聖
詠
の
句
を
唱
え
る
。 

主
教 

イ
ソ
ッ
プ
を
以
て
我
に
沃
げ
、
し
か
せ
ば
我
潔
く
な
ら
ん
。
我
を
洗
え
、
然
せ
ば
我
雪
よ
り
白
く
な

ら
ん
。 

聖
所
【
第50

聖
詠1

0-21

歌
う
】 

わ
れ我

に
よ
ろ
こ
び

喜

と
た
の
し
み

樂

と
を

き聞
か
せ

た
ま給

へ
、･

･
･
･
･
 

 <

ポ
ド
ヴ
ォ
リ
エ>

サ
ク
リ
ス
タ
ン
は
白
布(

ハ
ン
カ
チ
大)

を
運
ぶ
。
主
教
１
枚
取
り
、
残
り
は
諸
司
祭
に
渡
す
。
宝
座
を
ぬ

ぐ
う
。 

 

主
教 

我
等
の
神
は
常
に
崇
め
讃
め
ら
る
、
今
も
何
時
も
世
世
に
。 

司
祭 

ア
ミ
ン
。 

 

サ
ク
リ
ス
タ
ン
は
聖
膏
を
持
っ
て
く
る
。
主
教
は
筆
を
執
り
、
宝
座
の
上
に
十
字
型
に
塗
る
。 

天
板
の
上
に
２
箇
所
、
一
つ
は
福
音
経
を
立
て
る
位
置
、
デ
ィ
ス
コ
ス
、
ポ
テ
ィ
ー
ル
を
置
く
位
置
。 

長
輔
祭
、
塗
る
た
び
に 
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輔
祭 

 

謹
つ
つ
し

み
て
聴き

く
べ
し1 

神
品
『
ア
リ
ル
イ
ヤ
、
ア
リ
ル
イ
ヤ
、
ア
リ
ル
イ
ヤ
』 

 

宝
座
の
柱
の
四
面
、
お
よ
び
そ
の
角
に
も
塗
る
。 

柱
の
両
サ
イ
ド
、
中
央
、
角
に
塗
る
。 

 

同
時
進
行
、
聖
所
【
第1

32
聖
詠
】
聖
膏
で
宝
座
を
成
聖
す
る
時
歌
う 

け
い
て
い

兄
弟

む
つ
ま

睦

し
く

お居
る
は
、

ぜ
ん善

な
る

か
な哉･

･
･
･
･

、 

 

主
教 

 

聖
三
者
、
我
ら
の
神
よ
、
光
栄
は
爾
に
帰
す 

司
祭 

 

ア
ミ
ン
、 

 

司
祭
等
は
宝
座
の
下
覆
い
（
ス
ラ
チ
ツ
ァ
・
白
布
）
を
運
ぶ
。
主
教
は
裏
表
両
面
に
聖
水
を
か
け
、
司
祭
等
は
宝

座
に
か
ぶ
せ
る
。
ひ
も
を
持
っ
て
き
て
縛
る
。
主
教
は
ひ
も
に
聖
水
を
か
け
る
。
以
下
の
よ
う
な
方
法
で
し
ば
る
。 

各
面
に
ヒ
モ
で
十
字
形
が
描
か
れ
る
よ
う
に
す
る
。 

主
教
は
右
面
の
最
初
の
柱
の
側
に
立
ち
、
ヒ
モ
端
を
押
さ
え
る(

長
さ40

メ
ー
ト
ル
く
ら
い)

。（
司
祭
等
は
）
残

り
の
ヒ
モ
を
持
っ
て
②
の
柱
に
向
か
う
。（
反
時
計
回
り
） 

                             
1 В

онмем

、「
心
を
附
け
よ
」
と
な
っ
て
い
た
が
、
現
行
の
「
謹
み
て
聴
く
べ
し
」
に
変
更
。 
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１
周
目 

①
の
上
か
ら
②
の
上 

③
の
下 

④
の
下
、
①
の
上 

端
を
結
ぶ 

２
周
目 

②
の
下
、
③
の
下 

④
の
上
、
①
の
下
、
正
面
に
十
字
形 

３
周
目 
②
の
下
③
の
上
、
東
面
に
十
字
形
、
④
の
下
、
北
面
に
十
字
形
、
①
の

下
、 

４
、
５
周
目 

下
部
を
二
重
に
巻
く
（
通
算
三
重
巻
に
な
る
） 

６
、
７
周
目
②
の
上
、
南
面
に
十
字
形
、
上
を
三
重
巻
に
す
る
。
①
の
上
で
端
と

結
び
合
わ
せ
る
。
（
★
し
っ
か
り
と
結
ぶ
。
最
初
の
端
と
合
わ
せ
て
封
印
） 

 

同
時
進
行
聖
所
【
第1

31

聖
詠
】
を
歌
う
。
宝
座
を
ヒ
モ
で
縛
る
時 

し
ゅ主

よ
、
ダ
ワ
ィ
ド
と

そ
の其
こ
と
ご
と 

 

悉
く

の
う
れ
い

憂

と
を

き
お
く

記
憶
せ
よ
。･

･
･
･
･
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主
教 

光
栄
は
我
等
の
神
に
世
世
に
帰
す 

司
祭
等
、
宝
座
の

上

衣

イ
ン
デ
ィ
テ
ィ
ヤ

を
用
意
し
、
主
教
聖
水
で
表
裏
を
潔
め
る
。
宝
座
に
衣
せ
る
。
そ
の
上
に
イ
リ
ト
ン

を
か
け
、
ア
ン
テ
ィ
ミ
ン
ス
を
置
く
。
宝
座
に
は
聖
福
音
経
、
十
字
架
を
置
く
。
袱
を
以
て
宝
座
を
被
う
。
各

諸
品
を
聖
水
で
潔
め
る
。 

同
時
進
行
聖
所
【
第9

2
聖
詠
】
を
歌
う 

し
ゅ主

は
お
う王

た
り
、

か
れ彼

は
い
げ
ん

威
嚴
を

き衣
た
り･

･
･
･
･

、 

（
王
門
が
開
く
ま
で
繰
り
返
す
、
開
い
た
ら25

聖
詠
） 

 

主
教 

我
等
の
神
は
常
に
崇
め
讃
め
ら
る
、
今
も
何
時
も
世
世
に 

司
祭 

ア
ミ
ン
。 

 

第1

位
の
司
祭
に
命
じ
て
奉
献
台
の
衣
を
聖
水
で
潔
め
（
ポ
ド
ヴ
ォ
リ
エ
で
は
宝
座
の
前
に
す
ま
せ
て
い
た
）
、

デ
ィ
ス
コ
ス
、
ポ
テ
ィ
ー
ル
、
大
気
、
小
袱
な
ど
も
用
意
し
、A

l
t
a
r
 
cl

o
th

を
か
ぶ
せ
る
そ
の
後
、
主
教
、

司
祭
は
白
い
エ
プ
ロ
ン
を
脱
ぐ
。 

  

王
門
を
開
く
。 
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○
至
聖
所
、
聖
所
の
成
聖
（
炉
儀
、
聖
膏
で
十
字
を
描
く
） 

長
司
祭
が
主
教
に
香
炉
を
手
渡
し
、
炉
儀
。
宝
座
、
奉
献
台
、
至
聖
所
内
。
長
輔
祭
は
ロ
ウ
ソ
ク
を
持
っ
て
先
導
。
全
堂
も
同
様
に
行
う
。2

主
教

が
炉
儀
す
る
と
き
、
掌
院
二
人
（
ま
た
は
典
院
、
司
祭
）
、
が
続
き
、
一
人
は
聖
水
を
か
け
、
一
人
は
聖
膏
を
竿
の
先
の
筆
に
つ
け
て
、
十
字
を

描
く
。
最
初
は
至
聖
所
内
、
高
座
の
窓
の
上
、
教
会
の
西
門
、
南
面
つ
づ
い
て
来
た
面
の
門
ま
た
は
窓
の
上
。
高
さ
が
高
い
と
き
は
台
ま
た
は
長

い
竿
を
用
い
る
。
主
教
は
至
聖
所
に
戻
る
。 

 

【
第25

聖
詠
を
繰
り
返
す
】 

主
教
の
炉
儀
終
わ
る
ま
で
。 

し
ゅ主

よ
、

わ
れ我

を
さ
ば
き

判

き
た
ま給

へ･
･
･
･

、 

 

主
教 

 

光
栄
は
父
と
子
と
聖
神
に
帰
す
、
今
も
何
時
も
世
世
に
。 

詠
隊 

 

ア
ミ
ン
。 

長
輔
祭
は
主
教
か
ら
香
炉
を
取
り
、3

度
主
教
に
炉
儀
、
宝
座
の
前
に
炉
儀
。
主
教
の
左
横
で
小
連
梼
。 

輔
祭 

 

我
等
復
又
安
和
に
し
て
主
に
祷
ら
ん
。 

詠
隊 

 

主
憐
れ
め
よ
。 

輔
祭 

 

神
や
爾
の
恩
寵
を
以
て
我
等
を
佑
け
救
い
憐
れ
み
護
れ
よ
。 

詠
隊 

 

主
憐
れ
め
よ
。 

輔
祭 

 

至
聖
、
至
潔
に
し
て
至
り
て
讃
美
た
る
我
等
の
光
栄
の
女
宰
、
生
神
女
、
永
貞
童
女
マ
リ
ヤ

と
、
諸
聖
人
と
を
記
憶
し
て
、
我
等
己
の
身
、
及
び
互
い
に
各
々
の
身
を
以
て
並
び
に
悉
く

                             
2 

（
長
輔
祭
が
点
灯
し
た
ロ
ウ
ソ
ク
を
持
つ
。
聖
事
経
の
後
代
の
注
意
書
き
に
よ
れ
ば
、
こ
の
と
き
ま
で
至
聖
所
に
明
か
り
は
灯
さ
ず
、
長
輔
祭
の
ロ
ウ
ソ
ク
は
前
日
の
徹
夜
祷

の
前
に
灯
し
た
宝
座
の
四
隅
に
置
い
た
ロ
ウ
ソ
ク
か
ら
取
る
。
成
聖
式
が
始
ま
る
と
、
司
祭
た
ち
に
よ
っ
て
テ
ー
ブ
ル
が
至
聖
所
に
運
び
込
ま
れ
、
こ
の
４
つ
の
ロ
ウ
ソ
ク
立
て

は
イ
コ
ノ
ス
タ
ス
の
イ
コ
ン
の
前
に
置
か
れ
る
。
） 
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の
我
等
の
生
命
を
以
て
ハ
リ
ス
ト
ス
、
神
に
委
託
せ
ん
。 

詠
隊 

 

主
爾
に 

主
教 

 
［
祝
文
］ 

天
地
の
主
、
言
い
難
き
智
恵
を
以
て
爾
の
聖
な
る
教
会
を
建
て
、
天
に
於
け

る
諸
神
使
の
奉
事
に
象
り
て
、
地
に
神
品
の
班
位
を
設
け
し
者
よ
、
爾
大
恩
を
賜
ふ
の
主
宰
よ
、

今
も
我
等
祈
祷
す
る
者
を
受
け
給
え
、
こ
れ
我
が
こ
れ
ら
の
事
を
願
う
に
堪
う
る
者
た
る
に
非

ず
、
即
ち
爾
が
仁
慈
の
秀
絶
の
著
わ
る
る
が
為
な
り
。
蓋
爾
、
多
方
を
以
て
人
類
に
恩
を
施
す

を
息
め
ず
、
爾
が
賜
ひ
し
所
の
諸
恩
の
首し

ゅ

は
、
即
ち
爾
の
独
生
子
が
肉
体
を
以
て
来
た
る
に
あ

り
。
彼
は
地
に
顕
わ
れ
、
暗
き
に
居
る
者
に
救
の
光
を
照
し
、
己
を
祭
と
し
て
我
等
の
為
に
献

じ
、
全
世
界
に
浄
む
る
者
と
な
り
、
我
等
を
其
の
復
活
に
興
る
者
と
な
し
、
天
に
升の

ぼ

り
て
か
つ
て
約
せ
し
が
如
く
、
其
の
門
徒
と
使

徒
に
衣き

す
る
に 

上
よ
り
の
力
、
即
ち
伏
拝
せ
ら
る
る
全
能
の
聖
神
、
爾
、
神
・
父
よ
り
出
ず
る
者
を
以
て
せ
り
。
是
に
縁
り
て
彼

等
は
行
と
言
に
有
能
な
る
者
と
な
り
、
子
と
な
す
の
洗
礼
を
伝
え
、
諸
教
会
を
興
し
、
諸
祭
台
を
立
て
、
神
職
の
規
程
と
法
律
を
定

め
り
、
我
等
罪
人
彼
等
の
傅
を
守
り
て
、
爾
永
遠
の
神
に
俯
伏
し
、
爾
仁
慈
な
る
者
に
祷
る
、
爾
を
讃
詠
す
る
が
為
に
造
ら
れ
し
、

此
の
聖
堂
に
爾
が
神
聖
の
光
栄
を
満
て
、
こ
の
中
に
建
て
ら
れ
た
る
祭
台
を
至
聖
所
と
な
し
て
我
等
が
爾
の
国
の
畏
る
べ
き
宝
座
の

前
に
立
つ
が
如
く
、
其
の
前
に
立
ち
、
定
罪
な
く
奉
事
し
て
、
爾
に
我
等
及
び
衆
人
の
為
に
祈
祷
を
捧
げ
、
爾
の
仁
慈
に
無
血
祭
を

献
じ
て
、
自
由
と
不
自
由
の
諸
罪
の
赦
免
、
生
命
の
良
途
、
行
為
の
善
進
、
衆
義
の
確
守
を
得
る
者
と
な
る
を
得
せ
し
め
給
へ
。 

（
高
声
）
蓋
、
爾
父
と
子
と
聖
神
の
至
聖
な
る
名
は
崇
め
讃
め
ら
る
、
今
も
何
時
も
世
世
に
。 

詠
隊 

 

ア
ミ
ン
。 

主
教 

 

衆
人
に
平
安 
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詠
隊 

 

爾
の
神
に
も 

輔
祭 

 

爾
等
の
首
を
主
に
屈
め
よ
。 

詠
隊 

 
主
、
爾
に 

主
教 

 
[

黙
唱
祝
文]

主
、
万
軍
の
神
よ
、
我
等
爾
に
感
謝
す
。
蓋
爾
は
聖
な
る
使
徒
及
び
我
が
克
肖
な

る
諸
神
父
に
注
ぎ
た
る
恩
寵
を
爾
の
大
い
な
る
仁
愛
に
よ
り
て
、
我
等
不
当
な
る
爾
の
罪
僕
に
も
及

ぼ
す
を
喜
べ
り
。
仁
慈
な
る
主
宰
よ
、
爾
に
祷
る
、
こ
の
祭
台
に
光
栄
と
神
聖
と
恩
寵
を
満
て
て
、

其
の
上
に
爾
に
献
ぐ
る
所
の
無
血
祭
品
の
爾
の
独
生
子
、
主
、
神
、
我
が
救
世
主
イ
イ
ス
ス
・
ハ
リ

ス
ト
ス
の
至
浄
の
体
、
至
尊
の
血
に
変
化
し
て
爾
の
衆
人
と
我
等
不
当
の
者
と
の
救
い
を
成
す
を
得

せ
し
め
給
え
。 

（
高
声
）
蓋
、
爾
は
我
等
の
旅
我
等
を
憐
れ
み
て
救
う
の
神
な
り
、
我
等
光
栄
を
爾
、
父
と
子
と
聖
神
に
献
ず
、
今
も
何
時
も
世
世

に
。 

詠
隊 

 

ア
ミ
ン
。 

主
教 

平
安
に
し
て
出
ず
べ
し 

祝
文
の
終
わ
り
に
、
主
教
に
ロ
ウ
ソ
ク
と
、
ま
だ
点
火
し
て
い
な
い
細
い
ロ
ウ
ソ
ク
が
渡
さ
れ
、
主
教
み
ず
か
ら
に
点
灯
し
、
宝
座
の
後
ろ
の
高
座
に
立

つ
。
（
注:

成
聖
式
中
、
こ
の
時
ま
で
ロ
ウ
ソ
ク
を
点
火
し
な
い
。
） 

 -
-
-
--

-
--

-
---

-
-
--

-
--

- 

○
十
字
行
と
不
朽
体
の
嵌
入 

※
不
朽
体
を
近
隣
の
教
会
ま
で
取
り
に
行
か
な
い
場
合
） 

 

成
聖
す
る
聖
堂
の
近
く
に
他
の
聖
堂
が
無
い
場
合
、
不
朽
体
は
前
晩
よ
り
本
堂
の
内
、
王
門､

右
側
の
救
世
主
の
聖
像
の
前
に
台
を
設
け
て
安
置

す
る
。 
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主
教
は
王
門
を
出
て
、
不
朽
体
の
前
に
オ
ル
レ
ツ
を
敷
い
て
立
ち
、
祈
り
陪
祷
者
に
降
福
。
不
朽
体
に
３
回
炉
儀
。 

 

【
ト
ロ
パ
リ
４
調
】
歌
う
。 

ハ
リ
ス
ト
ス
神
よ
、
全
世
界
に
あ
る
爾
が
致
命
者
の
血
に
て
、
紅
の
美
服
の
如
く
飾
ら
れ
た
る

爾
の
教
会
は
、
彼
ら
を
以
て
爾
に
呼
ぶ
、
爾
の
民
に
恩
澤
を
降
し
、
爾
の
住
居
に
平
安
を
与
え
、

我
等
の
霊
に
大
な
る
憐
み
を
垂
れ
給
え
。3 

光
栄
は
父
と
子
と
聖
神
に
帰
す
、
今
も
何
時
も
世
世
に
ア
ミ
ン 

【
コ
ン
ダ
ク
８
調
】 

主
よ
、
全
世
界
は
捧
神
な
る
致
命
者
を
、
萬
物
の
初
実

は
つ
も
の

と
し
て
、
爾
萬
物
を
植
え
附
け
し
者
に

奉
る
。
大
仁
慈
な
る
者
よ
、
彼
等
及
び
生
神
女
の
祈
祷
に
依
り
て
爾
の
住
所

す

ま

い

な
る
爾
の
教
会
を
深
き
平
安
に
守
り
給
え
。4 

 

【
小
連
祷
】5 

 

輔
祭 

我
等
復
又
安
和
に
し
て
主
に
梼
ら
ん
。 

詠
隊 

主
憐
れ
め
よ
。 

輔
祭 

神
や
爾
の
恩
寵
を
も
っ
て
我
等
を
佑
け
救
い
憐
れ
み
護
れ
よ
。 

                             
3 
(

原
文)

「
ハ
リ
ス
ト
ス
神
よ
、
爾
の
教
会
は
全
世
界
に
爾
が
致
命
者
の
血
に
て
、<

縫
袍
枲
布>

美
し
き
紫
布
の
如
く
飾
ら
れ
、
彼
ら
を
以
て
爾
に
呼
ぶ
爾
の
民
に
爾
の
鴻
恩
を
降
し
、
爾
の
住
居
に
平

安
を
与
え
、
我
等
の
霊
に
大
な
る
憐
み
を
垂
れ
給
え
」
衆
聖
人
の
主
日
、
致
命
者
の
ト
ロ
パ
リ
と
同
じ
な
の
で
、
入
れ
替
え
た
。
И
ж
е во всем мире мученик Твоих, яко багряницею

 и виссом, 
кровьми Ц

ерковь Твоя украсивш
ися, теми вопиет Ти, Х

ристе Бож
е: лю

дем Твоим щ
едроты

 Твоя низпосли, мир ж
ительству Твоему даруй и душ

ам наш
им велию

 милость. 
 

4(

原
文)

「
主
よ
、
全
世
界
は
捧
神
な
る
致
命
者
を
万
物
の
初

実

は
つ
も
の

と
し
て
、
爾
万
物
を
植
え
附
け
し
者
に
奉
る
。
大
仁
慈
な
る
主
よ
、
彼
ら
と
生
神
女
の
祈
祷
に
依
り
て
爾
の
住
所
な
る
爾
の
教
会
を
深

き
平
安
に
守
り
給
え
。
」
衆
聖
人
の
主
日
コ
ン
ダ
ク
と
同
じ
に
つ
き
入
れ
替
え
。 

5 

明
治
の
祈
祷
書
に
は
諸
司
祭
が
「
主
、
憐
れ
め
よ
」
を
唱
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
ロ
シ
ア
の
テ
キ
ス
ト
に
従
っ
て
、
聖
歌
隊
が
歌
う
こ
と
に
し
た
。 
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詠
隊 

主
憐
れ
め
よ
。 

輔
祭 
至
聖
、
至
潔
に
し
て
至
り
て
讃
美
た
る
我
等
の
光
栄
の
女
宰
、
生
神
女
、
永
貞
童
女
マ
リ
ヤ
と
、
諸
聖
人
と
を
記
憶
し
て
、
我

等
己
の
身
、
及
び
互
い
に
各
々
の
身
を
も
っ
て
並
び
に
こ
と
ご
と
く
の
我
等
の
生
命
を
も
っ
て
ハ
リ
ス
ト
ス
、
神
に
委
託
せ
ん
。 

詠
隊 

主
爾
に
、 

主
教
、
蓋
爾
は
我
が
神
な
り
、
聖
に
し
て
爾
の
為
に
苦
し
み
を
受
け
し
尊
貴
な
る
致
命
者
の
上
に
息
う
、
我
ら
爾
、
父
と
子
と
聖
神
に

光
栄
を
献
ず
、
今
も
何
時
も
世
世
に
。 

詠
隊 

ア
ミ
ン 

 
 

 

聖
な
る
神
、
聖
な
る
勇
毅
、
聖
な
る
常
生
の
者
や
、
我
ら
を
隣
め
よ
。(

３
回)

 

 
 

 
 

輔
祭 

主
に
祈
ら
ん
。 

詠
隊 

主
憐
れ
め
よ
。 

主
教 

【
祝
文
】
爾
の
言
に
誠
な
る
爾
の
約
に

謊
い
つ
わ
り

無
き
主
、
我
が
神
、
爾
の
聖
な
る
致
命
者
に
善
戦
を
戦
ひ
、
敬
虔
の
馳
驟

ち
し
ゅ
う

の
程て

い

を

つ
く
し
、
真
実
の
承
認
の
信
を
守
る
を
賜
い
し
至
聖
な
る
主
宰
よ
、
爾
親
ら
彼
等
の
祈
祷
を
聴
き
納
れ
て
、
我
等
不
当
な
る
爾
の
僕

に
彼
等
と
共
に
分
与
と
嗣
業
を
有
た
し
た
我
等
は
、
彼
等
に
傚な

ら

ふ
者
と
な
り
て
、
彼
等
が
受
け
ん
と
す
る
幸
福
を
も
受
く
る
に
堪
う

る
こ
と
を
得
せ
し
め
給
え
。 

(

高
声)

爾
が
独
生
子
の
慈
憐
と
仁
愛
に
依
り
て
な
り
、
爾
は
彼
と
至
聖
、
至
善
に
し
て
生
命
を
施
す
の
爾
の
神し

ん

と
偕
に
讃
揚
せ
ら
る
、

今
も
何
時
も
世
世
に
、6 

                              
6 Господу, верному в словесах С

воих и нелож
ному

（
い
つ
わ
り
）в обещ

аниях, К
оторы

й даровал святы
м С

воим мученикам подвизаться добры
м подвигом, 

соверш
ить течение(

流
れ) благочестия и сохранить веру истинного исповедания, чтобы

 и недостойны
м рабам С

воим О
н дал участие в наследии с ними и 

сделал благими их подраж
ателями. 
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詠
隊 

ア
ミ
ン
。 

輔
祭 
爾
の
首
を
主
に
屈
め
よ
。 

詠
隊 
主
爾
に 

主
教 

【
祝
文
】
主
我
が
神
よ
、
至
聖
な
る
我
が
女
宰
、
生
神
女
と
諸
聖
人
の
祈
祷
に
依
り
て
、
我
等
不
当
な
る
爾
が
僕
の
手
の
工
作

わ

ざ

を
助
け
て
、
我
等
が
万
事
に
於
て
爾
の
仁
愛
を
喜
ば
し
む
る
に
堪
う
る
を
得
せ
し
め
給
へ
。(

高
声)

願
く
は
爾
、
父
と
子
と
聖
神
の

国
の
権
柄
は
讃
揚
、
讃
栄
せ
ら
れ
ん
、
今
も
何
時
も
世
世
に
。 

詠
隊 

ア
ミ
ン
。 

 

【
十
字
行
】 

主
教 

不
朽
休
を
載
せ
る
デ
ィ
ス
コ
ス
、
星
架
上
の
大
気
を
覆
う
も
の
を
取
り
、
こ
れ
を
両
手
で
戴
き
、
門
よ
り

出
る
。 

十
字
行
の
順
序
は
凱
旋
旗
、
及
び
聖
堂
の
聖
像
、
聖
歌
隊
、
諸
司
祭､

ロ
ウ
ソ
ク
を
持
つ
者
、
杖
を
持
つ
者
、
其
の

中
間
に
ミ
ト
ラ
、
長
輔
祭
と
輔
祭
は
香
炉
で
不
朽
体
と
主
教
に
炉
儀
。
輔
祭
は
デ
ィ
ス
コ
ス
の
上
に
リ
ピ
ダ
二
本
、

（
ま
た
は
四
本
）
を
か
か
げ
る
。
主
教
の
前
に
、
副
輔
祭
は
デ
ィ
キ
リ
、
ト
リ
キ
リ
を
持
つ
。 

 

【
ト
ロ
パ
リ
第
３
調
】
歌
う 

信
の
石
に
爾
の
教
会
を
建
て
し
仁
慈
の
主
よ
、
此
の
中
に
献
ぐ
る
我
等
の
祈
祷
を
助
け
、
信
を
以
て
爾
に

向
ひ
、
我
が
神
よ
、
我
等
を
救
え
、
我
等
を
救
へ
と
呼
ぶ
人
々
を
受
け
給
へ
。 

 

【
第
３
調 

第
３
歌
頌
】 

主
、
爾
を
頼
む
者
の
固
め
よ
、
爾
が
尊
き
血
に
て
獲
た
る
教
会
を
堅
め
給
へ
。7 

                             
7

連
接
歌
集
の
も
の
に
変
更
「
爾
を
侍
む
者
の
固
め
と
な
る
の
主
よ
、
爾
が
尊
き
血
に
て
求
め
し
教
会
を
固
め
給
え
。(

成
聖
式)
か
ら
」 
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【
第
８
調 

第
３
歌
頌
】 

主
、
天
の
穹お

お

蒼ぞ
ら

の
至
上
な
る
造
成
者
、
教
会
の
建
立
者
、
冀
望

き

ぼ

う

の
極

か
ぎ
り

、
信
者
の
固

か
た
め

、
独

ひ
と
り

人
を
愛
す
る
者
よ
、
我
を
爾
の
愛
に
堅
め
給

へ
。8 

【
第
５
調 
第
３
歌
頌
】 

己
の
命
に
て
虚
し
き
處

と
こ
ろ

に
地
を
固
め
、
保
ち
難
く
重
き
者
を
懸
け
し
ハ
リ
ス
ト
ス
、
独
仁
慈
に
し
て

人
を
愛
す
る
主
よ
、
爾
が
誡
め
の
動
か
ざ
る
石
に
爾
の
教
会
を
堅
く
立
て
給
へ
。9 

 

聖
堂
の
外
を
回
る
。
西
門
よ
り
始
め
て
、
南
回
り
で
東
方
に
向
か
う
。
こ
の
時
、
一
司
祭
先
導
し
て
聖
水
を

堂
に
撒
き
成
聖
し
て
行
く
。 

堂
の
門
に
来
た
時
、
聖
歌
隊
は
次
の
ト
ロ
パ
リ
を
歌
う
。
門
前
に
あ
ら
か
じ
め
テ
ー
ブ
ル
を
セ
ッ
ト
し
て
お

く
。 

【
ト
ロ
パ
リ 

第
７
調
】 

聖
な
る
致
命
者
は
、
よ
く
難
を
受
け
て
栄
冠
を
こ
う
む
る
者
、
主
に
祈
り
給
え
。
我
が
霊

を
救
わ
ん
事
を
。(

２
回)

 

ハ
リ
ス
ト
ス
神
や
、
爾
を
讃
揚
す
、
使
徒
の
誉
れ
、
致
命
者
の
喜
び
よ
、
そ
れ
ら
の
教
え

は
一
体
の
三
者
な
り
。 

 

主
教
、
頭
上
よ
り
不
朽
体
を
載
せ
る
デ
ィ
ス
コ
ス
を
降
ろ
し
、
聖
堂
の
前
に
堂
に
用
意
し
た
台
に

置
き､

三
度
伏
拝
し
、
ミ
ト
ラ
を
載
き
、
右
左
の
諸
司
祭
に
降
福
す
る
。
聖
歌
隊
は
ト
ロ
パ
リ
を
歌

い
終
わ
り
、
先
に
聖
堂
に
入
る
。
門
を
閉
じ
る
。（
聖
歌
隊
の
み
中
、
主
教
等
は
外
）
。
司
祭
等
は

                             
8

天
体
を
構
造
し
、
教
会
を
建
立
せ
し
主
、
希
望
の
極
、
信
者
の
固
め
な
る
独
り
人
を
慈
む
者
よ
、
我
を
爾
の
愛
に
固
め
給
へ
。 

9

己
の
詔
に
て
虚
し
き
に
地
を
固
め
、
保
ち
難
く
重
き
者
を
懸
け
し
ハ
リ
ス
ト
ス
独
り
仁
慈
に
し
て
人
を
愛
す
る
の
主
よ
、
爾
が
誠
の
動
か
ざ
る
石
に
爾
の
教
会
を
堅
く
立
て
給
え 
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イ
コ
ン
、
福
音
経
、
十
字
架
を
持
っ
て
、
扉
の
前
で
西
向
き
に
立
つ
。
テ
ー
ブ
ル
に
は
覆
い(
a
l
t
ar

 
cl

o
th)

を
か
け
、
四
隅(

あ
る
い
は2

本)
ロ
ウ
ソ
ク
を
立
て
る
。
輔
祭
、
不
朽
体
の
上
に
リ
ピ
ダ
（
う
ち
わ
）
を
か
か
げ
る
。
長
輔
祭
は
香
炉
を
主
教
に
渡
す
。
主
教
は
そ
れ
を
取
り
、
デ

ィ
ス
コ
ス
に3

度
炉
儀
。
左
右
の
福
音
経
、
十
字
架
、
左
右
の
イ
コ
ン
と
教
役
者
に
炉
儀
。
長
輔
祭
は
香
炉
を
受
け
取
り
、
主
教
に
向
か
っ
て
炉

儀
。 

 

主
教
は
不
朽
体
の
前
で
進
み
、 

主
教 

ハ
リ
ス
ト
ス
我
等
の
神
よ
、
爾
は
常
に
讃
揚
せ
ら
る
、
今
も
何
時
も
世
世
に
。 

聖
歌
隊
は
聖
堂
の
中
か
ら 

詠
隊 

ア
ミ
ン
。 

主
教 

門
よ
、
爾
の

首
か
し
ら

を
挙
げ
よ
、
世
世
の
戸
よ
、
挙
が
れ
よ
、
光
栄
の
王
、
入
ら
ん
と

す
。 

聖
歌
隊
は
聖
堂
の
中
か
ら 

詠
隊 

こ
の
光
栄
の
王
は
誰
ぞ
。 

主
教
は
も
う
一
度
唱
え
る
。 

主
教 

門
よ
、
爾
の

首
か
し
ら

を
挙
げ
よ
、
世
世
の
戸
よ
、
挙
が
れ
よ
、
光
栄
の
王
、
入
ら
ん
と

す
。 

詠
隊 

こ
の
光
栄
の
王
は
誰
ぞ
。 

 

輔
祭 

主
に
祈
ら
ん
。 

詠
隊 

主
憐
れ
め
よ
。 

主
教
ミ
ト
ラ
を
と
っ
て
以
下
の
祝
文
を
唱
え
る
。 
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主
教 

永
遠
に
讃
揚
せ
ら
る
る
の
神
、
我
が
主
、
イ
イ
ス
ス
・
ハ
リ
ス
ト
ス
の
父
、
其
の
子
の
肉
体
の
幕
を
以
て
祝
す
る
者
の
住
居

と
喜
ぶ
者
の
声
と
、
有
る
所
の
天
に
録
さ
れ
し
首
生
者
の
教
会
に
入
る
こ
と
を
我
等
の
為
に
改
め
開
き
し
仁
慈
な
る
主
宰
よ
、
祈
る

我
等
不
当
な
る
爾
の
罪
僕
、
至
聖
な
る
爾
の
堂
、
即
ち
我
が
肉
体
、
爾
が
讃
美
た
る
使
徒
パ
ウ
ェ
ル
を
以
て
、
爾
の
堂
及
び
爾
の
ハ

リ
ス
ト
ス
の
肢
体
と
名
付
く
る
を
喜
び
し
者
を
象
る
此
の
「
神
現
」
の
尊
貴
な
る
堂
の
新
開
を
祝
う
者
を
顧
み
、
此
の
堂
を
世
の
終

わ
る
迄
、
動
き
な
く
護
り
、
此
に
於
い
て
爾
の
光
栄
を
顕
し
、
我
等
に
斯
の
中
に
於
て
爾
と
爾
の
独
生
子
、
我
が
主
、
イ
イ
ス
ス
・

ハ
リ
ス
ト
ス
及
び
爾
の
聖
神
に
辱
を
得
ず
し
て
、
頌
美
讃
詠
を
献
ず
る
を
得
せ
し
め
、
智
恵
と
心
、
及
び
爾
を
畏
る
る
の
畏
れ
を
以

て
、
爾
に
伏
拝
す
る
者
を
神
聖
の
恩
澤
を
蒙
る
に
堪
ふ
る
者
と
な
し
、
我
等
及
び
爾
が
衆
人
の
為
に
、
爾
の
言
い
難
き
慈
憐
に
捧
ぐ

る
此
の
祈
り
を
、
爾
の
仁
愛
に
受
け
ら
る
る
者
と
な
ら
し
め
給
へ
。
至
浄
な
る
我
が
女
宰
、
生
神
女
永
貞
童
女
マ
リ
ヤ
の
祈
祷
に
依

り
て
な
り
。 

(

高
声)

蓋
、
爾
は
我
が
神
、
聖
に
し
て
聖
な
る
者
の
上
に
息
ふ
、
我
等
光
栄
を
爾
父
と
子
と
聖
神
に
献
ず
、
今
も
何
時
も
世
世
に
。 

詠
隊 

ア
ミ
ン 

主
教 

衆
人
に
平
安 

詠
隊 

爾
の
神
に
も 

輔
祭 

爾
ら
の
首
を
主
に
屈
め
よ
。 

詠
隊 

主
爾
に 

主
教 

（
聖
入
祝
文
黙
唱
）
主
宰
、
主
、
我
等
の
神
、
天
に
神
使
、
神
使
首
の
品
級
の
軍
を
立
て
て
、
爾
が
光
栄
の
奉
事
者
と
な
せ

し
者
よ
、
求
む
、
我
等
の
入
る
に
伴
ふ
て
、
我
等
と
偕
に
務
め
、
爾
の
至
善
を
讃
栄
す
る
聖
神
使
等
の
入
る
を
致
さ
せ
給
え
。(

高
声)

蓋
、
凡
そ
光
栄
、
尊
貴
、
伏
拝
は
爾
父
と
子
と
聖
神
に
帰
す
、
今
も
何
時
も
世
世
に 

詠
隊 

ア
ミ
ン
。 

 

続
い
て
主
教
、
不
朽
体
を
載
せ
る
デ
ィ
ス
コ
ス
を
取
り
、
堂
の
門
に
向
か
い
十
字
形
を
画
し
て
誦
す
。 
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主
教 

万
軍
の
主
、
彼
は
光
栄
の
王
な
り
。 

詠
隊 
万
軍
の
主
、
彼
は
光
栄
の
王
な
り
。 

聖
歌
隊
が
最
後
に
歌
う
時
、
テ
ー
ブ
ル
を
脇
に
寄
せ
、
主
教
は
不
朽
体
を
載
せ
た
デ
ィ
ス
コ
ス
を
戴
い
て
堂
に
入
る
。
こ
の
と
き
聖
歌
隊
ト
ロ
パ

リ
４
調
を
歌
う
。 

【
ト
ロ
パ
リ 

４
調
】
を
歌
う
。 

主
よ
、
上
の
穹お

お

蒼ぞ
ら

の
美
し
き
如
く
、
爾
が
光
栄
の
下し

た

の
聖
な
る
住
居

す

ま

い

の
美1

0

を
顕
せ
り
、
万
民
の
生
命

い

の

ち

と

復
活
よ
、
是
を
世
世
に
固
め
、
常
に
此
の
中
に
於
い
て
爾
に
献
ぐ
る
の
祈
祷
を
受
け
給
へ
。
生
神
女
に

よ
り
て
な
り
。 

 

主
教 

王
門
よ
り
至
聖
所
に
入
り
、
宝
座
を
一
度
周
回
し
、
デ
ィ
ス
コ
ス
に
載
せ
た
不
朽
体
を
宝
座
に
置
き
、

不
朽
体
に
伏
拝
。
ミ
ト
ラ
を
か
ぶ
る
。
長
輔
祭
は
主
教
に
香
炉
を
渡
す
。
不
朽
体
に
３
回
、
左
右
の
陪
祷
者
に

炉
儀
。
長
輔
祭
は
香
炉
を
主
教
か
ら
受
け
取
り
、
主
教
に
向
か
っ
て
３
回
炉
儀
。
主
教
は
祈
祷
し
、
陪
祷
者
に

降
福
。
デ
ィ
ス
コ
ス
か
ら
大
気
を
取
る
。
サ
ク
リ
ス
タ
ン
は
聖
膏
と
宝
座
の
下
に
不
朽
体
を
入
れ
る
た
め
の
箱

を
渡
す
。
副
輔
祭
は
溶
け
た
密
ロ
ウ
を
運
ぶ
（
少
し
さ
ま
し
て
お
く
）
。
主
教
は
あ
ら
か
じ
め
ロ
ウ
で
封
印
し
て

紙
に
包
ん
だ
不
朽
体
を
紙
よ
り
出
し
、
小
箱
に
納
め
、
聖
膏
を
塗
り
、
そ
の
上
に
密
ロ
ウ
を
注
ぎ
、
サ
ク
リ
ス

タ
ン
に
与
え
る
。
主
任
司
祭
は
主
教
の
手
に
接
吻
し
、
小
箱
に
フ
タ
を
し
、
宝
座
の
下
中
央
の
柱
に
安
置
。
★
ポ
ド
ヴ
ォ
リ
エ
の
場
合
は
、
紙
包

み
か
ら
不
朽
体
を
出
し
、
聖
膏
を
塗
り
、
金
属
の
小
箱
に
詰
め
て
、
ニ
コ
ラ
イ
神
父
に
渡
し
、
宝
座
の
覆
い
を
の
下
に
手
を
伸
ば
し
、
宝
座
下
中

央
の
柱
の
中
に
安
置
し
た
。 

 

輔
祭 

主
に
祈
ら
ん
。 

                             
10

好
き
→
美Я

кож
е вы

ш
ния тверди благолепие, / и ниж

ню
ю

 споказал еси красоту святаго селения славы
 Твоея Господи,/ утверди сие во век века, / и приими наш

а в нем 
непрестанно приносимая Тебе моления, Богородицею

, / всех Ж
ивоте и В

оскресение. 
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司
祭 

主
憐
れ
め
よ
。 

主
教 
（
祝
文
）
主
我
が
神
、
爾
の
為
に
苦
し
み
を
受
け
し
、
聖
な
る
致
命
者
に
そ
の
聖
躯
（
不
朽
体
）
が
全
地
に
於
い
て
、
爾
の

聖
堂
に
播
か
れ
、
醫

い
や
し

を
施
す
の
果
を
結
ぶ
光
栄
を
も
賜
ひ
し
主
宰
、
親
ら
万
福
を
施
す
者
よ
、
爾
が
此
の
尊
貴
な
る
爾
の
祭
台
に
安

置
す
る
を
喜
べ
る
聖
躯
の
聖
人
の
祈
祷
に
因
り
て
、
我
等
を
其
の
上
に
於
い
て
、
定
罪
な
く
爾
に
無
血
祭
を
献
ぐ
る
に
堪
う
る
者
と

な
し
、
我
等
が
凡
そ
救
い
に
務
む
る
の
願
い
を
聴
き
納
れ
、
爾
の
聖
な
る
名
の
為
に
苦
し
み
を
受
け
し
者
に
其
の
我
が
救
い
を
助
く

る
の
奇
跡
を
行
う
を
以
て
も
報
い
給
え
。 

(

高
声)

蓋
、
国
と
権
能
と
光
栄
は
、
爾
、
父
と
子
と
聖
神
に
帰
す
、
今
も
何
時
も
世
世
に
。 

司
祭 

ア
ミ
ン
。 

 

 

長
輔
祭 

我
等
、
又
々
膝
を
屈
め
て
主
に
祈
ら
ん
。（
主
教
、
司
祭
、
輔
祭
、
聖
堂
に
い
る
全
員
ひ
ざ
ま
ず

く
） 

 

主
教 

 

主
、
我
が
神
よ
、
爾
一
言
を
以
て
万
物
を
造
り
て
、
其
の
存
す
る
を
致
し
、
言
ひ
難
き
多
様

を
以
て
之
を
飾
り
、
之
を
覆
育
す
る
爾
の
神し

ん

を
用
い
て
、
日
の
光
を
注
ぎ
て
、
之
を
養
成
し
、
爾
の
義

人
モ
イ
セ
イ
に
感
孚

か

ん

ぷ

し
て
、
爾
の
最
と
美
し
き
造
物
に
特
種
の
誉
れ
を
賦
せ
り
。
蓋
、
彼
は
爾
、
光
を

観
て
善
と
な
し
、
之
を
昼
と
名
付
け
た
り
と
言
へ
り
。
是
を
以
て
我
等
も
、
斯
の
至
り
て
明
な
る
日
、

毎
日
造
物
を
養
成
す
る
者
を
観
て
、
爾
、
真
の
日
及
び
爾
が
暮
れ
ざ
る
の
光
を
讃
揚
す
。
爾
は
爾
の
独

生
子
を
以
て
、
我
等
に
我
が
性
の
爾
が
聖
神
に
よ
り
て
養
成
せ
ら
る
る
を
戒
め
、
此
の
恩
賜
に
よ
り
て

義
人
等
日
の
如
く
輝
く
を
致
せ
り
。
我
等
爾
に
祷
り
て
、
爾
、
言
、
主
、
我
が
神
の
父
に
求
む
（
蓋
、
爾
の
言
い
難
き
仁
愛
、
爾
の
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量
り
難
き
怒
憐
に
由
り
て
、
造
物
は

古
い
に
し
え

、
彼
の
奇
異
な
る
棘
、
及
び
爾
が
シ
ナ
イ
山
の
現
れ
、
及
び
證
詞
の
幕
、
な
ら
び
に
彼
の
ソ

ロ
モ
ン
の
至
り
て
美
し
き
聖
堂
に
於
け
る
養
成
の
法
を
も
、
新
約
の
預
象
と
し
て
受
け
り
）
仁
慈
の
目
を
以
て
、
我
等
不
当
な
る
爾

の
罪
僕
、
今
此
の
天
に
似
た
る
室
、
地
の
誉
れ
な
る
者
の
内
、
言
い
難
き
爾
が
光
栄
の
真
の
祭
台
の
側
に
在
る
者
を
顧
み
て
、
爾
の

至
聖
神
を
我
等
及
び
爾
の
業
に
遣
わ
し
、
聖
ダ
ヴ
ィ
ド
の
言
ふ
如
く
、
正
直

た

だ

し

き
霊
を
我
等
の
衷
に
改
め
、
主
宰
た
る
の
神し

ん

を
以
て
我

等
を
固
め
給
え
。
我
が
国
を
司
る
者
に
見
ゆ
る
と
見
え
ざ
る
の
敵
に
勝
つ
こ
と
、
及
び
我
等
衆
人
に
協
和
と
平
安
な
る
を
賜
ひ
、
爾

を
愛
す
る
に
よ
り
て
、
務
め
て
斯
の
堂
を
造
り
、
及
び
此
を
成
聖
す
る
者
に
罪
の
赦
を
与
へ
、
彼
等
に
凡
の
救
に
務
む
る
を
得
せ
し

め
、
彼
等
を
興
し
て
爾
の
誠
を
行
わ
し
め
、
彼
等
に
爾
が
聖
神
の
恩
賜
の
改
新
を
授
け
て
、
定
罪
な
く
爾
、
惟
一
の
真
の
神
、
及
び

爾
が
遣
わ
し
し
イ
イ
ス
ス
・
ハ
リ
ス
ト
ス
に
伏
拝
せ
し
め
給
へ
。
至
浄
な
る
生
神
女
（
讃
美
た
る
聖
使
徒
ペ
ー
ト
ル
、
パ
ウ
ェ
ル
）

及
び
諸
聖
人
の
祈
祷
に
依
り
て
な
り
。
ア
ミ
ン
。 

 

主
教
に
続
い
て
、
全
員
立
ち
あ
が
る
。 

 

長
輔
祭 

神
や
爾
の
恩
寵
を
以
て
、
我
等
を
佑
け
救
い
憐
れ
み
護
れ
よ
。 

詠
隊 

 

主
憐
れ
め
よ
。 

輔
祭 

 

至
聖
、
至
潔
に
し
て
至
り
て
讃
美
た
る
我
等
の
光
栄
の
女
宰
、
生
神
女
、
永
貞
童
女
マ
リ
ヤ
と
、
諸
聖
人
と
を
記
憶
し
て
、

我
等
己
の
身
、
及
び
互
い
に
各
々
の
身
を
も
っ
て
並
び
に
こ
と
ご
と
く
の
我
等
の
生
命
を
も
っ
て
ハ
リ
ス
ト
ス
、
神
に
委
託
せ
ん
。 

詠
隊 

 

主
爾
に
。 

主
教 

 

蓋
爾
は
我
が
神
な
り
、
聖
に
し
て
爾
の
為
に
苦
し
み
を
受
け
し
尊
貴
な
る
致
命
者
の
上
に
息
ふ
。
我
ら
光
栄
を
爾
父
と
子
と

聖
神
に
献
ず
、
今
も
何
時
も
世
世
に 

詠
隊 
 

ア
ミ
ン
。 
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主
教
は
権
杖
を
取
り
、
通
常
着
装
す
る
と
こ
ろ
（
聖
堂
中
央
の
カ
フ
ェ
ド
ラ
）
に
行
く
。
そ
の
場
所
が
な
け
れ
ば
至
聖
所
前
の
ア
ン
ボ
ン
の
上
。

諸
司
祭
は
ラ
ン
ク
に
従
っ
て
左
右
に
並
ぶ
。
主
教
は
祈
り
終
わ
り
、
降
福
。 

 

輔
祭 

 
神
や
、
爾
の
大
い
な
る
憐
れ
み
に
因
り
て
我
等
を
憐
れ
め
よ
、
爾
に
祈
る
、
聞
き
納
れ
て
憐
れ
め
よ
。 

詠
隊 

 

主
憐
れ
め
よ
。(

３
回)

 

輔
祭 

 

又
、
我
が
国
の
天
皇
、
及
び
国
を
司
る
者
の
為
に
祈
る
。 

詠
隊 

 

主
憐
れ
め
よ
。(

３
回)

 

輔
祭 

 

又
、
尊
貴
な
る
東
京
の
大
主
教
全
日
本
の
府
主
教
ダ
ニ
イ
ル
及
び
尊
き
な
る
仙
台
の
主
教

セ
ラ
フ
ィ
ム
、
及
び
ハ
リ
ス
ト
ス
に
於
け
る
、
こ
と
ご
と
く
の
我
等
の
兄
弟
の
為
に
祈
る
。 

詠
隊 

 

主
憐
れ
め
よ
。(

３
回)

 

輔
祭 

 

又
恒
に
記
憶
せ
れ
る
る
、
こ
の
聖
堂
の
建
立
者
、
及
び
す
で
に
寝
む
り
し
、
こ
と
ご
と
く

の
父
祖
兄
弟
、
こ
の
所
と
諸
方
と
に
葬
ら
れ
た
る
正
教
の
者
の
為
に
祈
る
。 

詠
隊 

 

主
憐
れ
め
よ
。(

３
回)

 

輔
祭 

 

又
神
の
諸
僕
、
我
等
の
兄
弟
に
慈
憐
、
生
命
、
平
安
、
壮
健
、
救
護
、
春
顧
、
寛
宥
、
及

び
諸
罪
の
赦
し
を
賜
わ
ん
が
為
に
祈
る
。 

詠
隊 

 

主
憐
れ
め
よ
。(

３
回)

 

輔
祭 

 

又
こ
の
至
尊
な
る
聖
堂
に
物
を
献
り
、
善
業
を
行
い
、
之
に
労
し
、
之
に
歌
い
、
及
び
此

処
に
立
ち
て
爾
の
大
い
に
し
て
豊
か
な
る
憐
れ
み
を
仰
ぎ
望
む
者
の
為
に
祈
る
。 

詠
隊 

 

主
憐
れ
め
よ
。(

３
回)

 

主
教 

 

蓋
、
爾
は
仁
慈
に
し
て
人
を
愛
す
る
の
神
な
り
、
我
等
光
栄
を
爾
、
父
と
子
と
聖
神
に
献
ず
、
今
も
何
時
も
世
世
に
。

 
 

 
 

 
 

 

詠
隊 
 

ア
ミ
ン
。 
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サ
ク
リ
ス
タ
ン
は
十
字
架
を
盆
に
載
せ
主
教
の
と
こ
ろ
に
運
ぶ
。
主
教
は
十
字
架
を
取
り
同
じ
場
所
に
立
つ
。
十
字
架
で
、
四
方
、
東
西
南
北
を

３
回
ず
つ
祝
福
。
輔
祭
は
十
字
架
と
反
対
側
を
炉
儀
。
そ
の
た
び
に
唱
え
る
。 

輔
祭 

 
衆
人
言
う
べ
し
、
主
に
祷
ら
ん 

聖
歌
隊 
主
憐
れ
め
よ
（
四
方
に
３
回
ず
つ
） 

輔
祭 

 
 

睿
智 

主
教
は
サ
ク
リ
ス
タ
ン
の
持
つ
盆
に
十
字
架
を
置
き
、
権
杖
を
取
り
（
も
し
装
束
所
に
立
っ
て
い
る
な
ら
ば
）
至

聖
所
の
前
の
ア
ン
ボ
ン
に
進
み
、 

主
教 

 

至
聖
な
る
生
神
女
よ
我
等
を
救
い
給
え
。 

詠
隊 

 

ヘ
ル
ビ
ム
よ
り
尊
く
、
セ
ラ
フ
ィ
ム
に
並
び
な
く
栄
え
、
貞
操
を
破
ら
ず
し
て
神
言
を
生

み
し
、
実
の
生
神
女
た
る
爾
を
崇
め
讃
む
。 

主
教 

 

ハ
リ
ス
ト
ス
神
、
我
等
の
恃
み
、
光
栄
は
爾
に
帰
す
、
光
栄
は
爾
に
帰
す
。 

詠
隊 

 

光
栄
は
父
と
子
と
聖
神
に
帰
す
、
今
も
何
時
も
世
世
に 

ア
ミ
ン
。 

 
 

 
 

主
憐
れ
め
よ(

３
回)

。
福
を
降
せ
。 

 

主
教
は
ソ
レ
ヤ
に
昇
り
、
権
杖
を
返
し
、
十
字
架
を
取
っ
て
、
発
放
詞
を
誦
す
る
。 

 

主
教 

 

【
発
放
詞
】 

ハ
リ
ス
ト
ス
我
等
の
真
の
神
は
、
其
至
浄
な
る
母
の
祈
り
と
無
形
な
る
尊
き
天
軍
、
光
栄
に
し
て
讃
美
た
る
聖
使
徒
、［
ハ
リ
ス
ト
ス

の
為
に
ヴ
ィ
フ
レ
エ
ム
に
於
い
て
、
イ
ロ
ド
に
殺
さ
れ
た
る
一
万
四
千
人
の
聖
嬰
児
］
、
亜
使
徒
日
本
の
大
主
教
聖
ニ
コ
ラ
イ
、
神
品

致
命
者
京
都
の
主
教
ア
ン
ド
ロ
ニ
ク
、
聖
に
し
て
義
な
る
神
の
祖
父
母
イ
オ
ア
キ
ム
及
び
ア
ン
ナ
、
及
び
諸
聖
人
の
祈
祷
に
因
り
て

我
等
を
憐
み
救
わ
ん
、
彼
は
善
に
し
て
人
を
愛
す
る
主
な
れ
ば
な
り
、 
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詠
隊 

 

ア
ミ
ン 

 

終
わ
る
と
、
輔
祭
は
聖
水
を
持
っ
て
く
る
。
主
教
イ
ソ
ッ
プ
で
聖
水
を
、
至
聖
所
、
西
方
、
つ
い
で
南
、
北
方
に
そ
そ
ぐ
。
主
教
十
字
架
に
接
吻

し
、
神
品
及
び
衆
人
に
接
吻
さ
せ
る
。
こ
の
時
、
各
人
に
聖
水
を
そ
そ
ぐ
。 

 

★
「
い
く
と
せ
も
」
を
歌
う
。（
「
い
く
と
せ
も
」
は
聖
体
礼
儀
の
あ
と
） 

 -
-
-
--

-
--

-
---

-
-
--

-
--

-
- 

時
課
を
始
め
る
。 

-
-
-
--

-
--

-
---

-
-
--

-
--

-
- 
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  
今も、何時も世世に、 ア

 
ミン


  コンダク　４調

主よ､爾は今日 世界に現

 
わ


- れ

#  
爾の光は我等に印され

しる

た

 
り

  
我等爾を承け 認めて


う


た-


う

#  
近づき難き

 
ひ


か


り


よ

  
爾、来たり、爾現れ た


ま


え


り

 

聖
体
礼
儀 

 

 

ト
ロ
パ
リ
、
コ
ン
ダ
ク
に
つ
い
て 

 

①(

神
現)

聖
堂
の
ト
ロ
パ
リ
、 

②
成
聖
の
ト
ロ
パ
リ
、 

③
「
光
栄
は
」
コ
ン
ダ
ク
：
成
聖
の
、 

④
最
後
の
コ
ン
ダ
ク
は<

神
品
が
歌
う> 

 

【
神
現
聖
堂
の
コ
ン
ダ
ク
】 

今
も
、
コ
ン
ダ
ク
「
主
よ
、
爾
は･

･
･

」 

下
記
の
通
り 
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【
ポ
ロ
キ
メ
ン
】（
成
聖
の
、
及
び
神
現
の
組
み
合
わ
せ
） 

※
注
意 

特
別
の
形
を
取
る
。
成
聖
の
ポ
ロ
キ
メ
ン
を
２
回
歌
っ
た
あ
と
、
神
現
の
ポ
ロ
キ
メ
ン
を
歌
う
。
ポ
ロ
キ
メ
ン
を
二
つ
合
体
さ
せ
た
場
合
は
誦
経
者
と
詠
隊
の
「
半
句

ず
つ
」
は
行
わ
な
い
。 

 

輔
祭 

謹
み
て
聴
く
べ
し
、 

主
教 

衆
人
に
平
安
、 

誦
経 

爾
の
神
に
も
、 

輔
祭 

睿
智 

誦
経 

ポ
ロ
キ
メ
ン 

誦
経 

主
よ
、
聖
徳
は
爾
の
家
に
属
し
て
永
遠
に
至
ら
ん 

(

４
調)

 

聖
歌 

主
よ
、
聖
徳
は
爾
の
家
に
属
し
て
永
遠
に
至
ら
ん 

誦
経
（
句
）
主
は
王
た
り
、
彼
は
威
厳
を
衣
た
り
、
主
は
能
力
を
衣
、
ま
た
之
を
帯
に
せ
り 

聖
歌 

主
よ
、
聖
徳
は
爾
の
家
に
属
し
て
永
遠
に
至
ら
ん 

誦
経 

主
の
名
に
依
り
て
来
る
者
は
崇
め
讃
め
ら
る
。
主
は
神
な
り
、
我
等
を
照
せ
り
。 

聖
歌 

主
の
名
に
依
り
て
来
る
者
は
崇
め
讃
め
ら
る
。
主
は
神
な
り
、
我
等
を
照
せ
り
。 

【使
徒
経
の
読
み
】（成
聖
と
神
現
と
、
二
つ
の

端
レ
ク
シ
ョ
ン

を
一
続
き
に
読
む
。
） 

輔
祭 

睿
智 

誦
経 

聖
使
徒
パ
ウ
エ
ル
が
エ
ウ
レ
イ
人
に
達
す
る
書
の
読
み
、 

輔
祭 

謹
み
て
聴
く
べ
し
、 
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誦
経 

（
使
徒
経
を
読
む
） 

成
聖
の
（
エ
ウ
レ
イ
書
３
０
７
端
） 

聖
な
る
兄
弟
、
共
に
天
の
召
に
與
る
者
よ
、
我
等
の
承
認
の
使
徒
及
び
司
祭
長
た
る
イ
イ
ス
ス
ハ
リ
ス
ト
ス
、
彼
を
立
て
し
者
に
忠

信
な
る
こ
と
、
モ
イ
セ
イ
が
其
全
家
に
於
け
る
が
如
く
な
る
者
を
深
く
思
へ
。
蓋
彼
が
光
栄
を
受
く
べ
き
こ
と
の
、
モ
イ
セ
イ
に
超

ゆ
る
は
、
家
を
造
り
し
者
の
、
家
よ
り
尊
き
が
如
し
。
蓋
凡
の
家
は
、
之
を
造
る
者
あ
り
、
惟
萬
有
を
造
り
し
者
は
神
な
り
。 

(

続
け
て)

成
聖
の
（
テ
ィ
ト
書
３
０
２
端
） 

 

兄
弟
よ
、
神
の
恩
寵
、
衆
人
に
救
を
施
す
者
は
現
れ
て
、
我
等
に
、
不
敬
虔
と
世
俗
の
慾
と
を
離
れ
て
、
自
ら
制
し
、
義
と
敬
虔
と

を
以
て
今
の
世
に
生
を
度
り
、
望
む
所
の
福
、
及
び
大
な
る
神
、
我
等
の
救
主
イ
イ
ス
ス
ハ
リ
ス
ト
ス
の
光
栄
の
現
を
待
つ
こ
と
を

教
ふ
。
彼
は
我
等
の
為
に
己
を
與
へ
た
り
、
我
等
を
凡
の
不
法
よ
り
贖
ひ
て
、
己
の
為
に
選
ば
れ
た
る
民
、
善
行
に
熱
心
な
る
者
を

潔
め
ん
為
な
り
。 

爾
此
等
を
言
ひ
、
此
等
を
勧
め
、
一
切
の
権
を
以
て
責
め
よ
、
人
を
し
て
爾
を
軽
ん
ぜ
し
む
る
勿
れ
。
爾
彼
等

に
、
政
を
執
る
者
及
び
権
を
有
つ
者
に
服
し
、
且
順
ひ
、
凡
の
善
行
に
己
を
備
へ
、
人
を
謗
ら
ず
、
争
は
ず
、
柔
和
に
し
て
、
悉
く

の
人
に
凡
の
温
柔
を
表
さ
ん
こ
と
を
、
記
念
せ
し
め
よ
。 
蓋
我
等
も
曩
に
は
愚
な
る
者
、
順
ば
ざ
る
者
、
迷
へ
る
者
、
種
種
の
慾
と

楽
と
の
奴
隷
た
る
者
、
怨
恨
娼
疾
を
以
て
日
を
送
り
し
者
、
悪
む
べ
き
者
又
互
に
悪
め
る
者
た
り
き
。 

然
れ
ど
も
我
等
の
救
主
神

の
恩
寵
と
仁
愛
と
の
顕
れ
し
時
、 

彼
は
我
等
が
行
ひ
し
所
の
義
の
功
に
由
る
に
非
ず
、
乃
己
の
慈
憐
に
由
り
て
、
重
生
の
洗
、
及
び

聖
神
の
復
新
を
以
て
、
我
等
を
救
へ
り
。 

聖
神
は
、
即
神
之
を
イ
イ
ス
ス
・
ハ
リ
ス
ト
ス
我
等
の
救
主
に
由
り
て
、
豊
に
我
等
に
注

げ
り
、
我
等
が
彼
の
恩
寵
を
以
て
義
と
せ
ら
れ
て
、
望
に
循
ひ
て
、
永
遠
の
生
命
の
嗣
と
為
ら
ん
為
な
り
。 

 

【福
音
前
の
ア
リ
ル
イ
ヤ
】 
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主
教 

爾
に
平
安 

誦
経 

爾
の
神
に
も
、
ア
リ
ル
イ
ヤ
、
ア
リ
ル
イ
ヤ
、
ア
リ
ル
イ
ヤ
、 

(

詠
） 
ア
リ
ル
イ
ヤ
、
ア
リ
ル
イ
ヤ
、
ア
リ
ル
イ
ヤ
、1

調 

歌
う 

誦
経 

彼
の
基
は
聖
山
に
在
り
、
主
は
シ
オ
ン
の
門
を
愛
す
る
こ
と
、
イ
ア
コ
フ
の
悉
く
の
住
所
に
ま
さ
れ
り
。 

(

詠
） 

ア
リ
ル
イ
ヤ
、
ア
リ
ル
イ
ヤ
、
ア
リ
ル
イ
ヤ 

誦
経 

神
の
城
邑
よ
、
光
栄
は
爾
に
お
い
て
伝
え
ら
る 

(

詠
） 

ア
リ
ル
イ
ヤ
、
ア
リ
ル
イ
ヤ
、
ア
リ
ル
イ
ヤ 

【福
音
経
の
読
み
】 

輔
祭 

君
や
、
聖
使
徒
及
び
福
音
者
（
イ
オ
ア
ン
）
の
福
音
を
宣
ぶ
る
者
に
祝
福
せ
よ
、 

主
教 

願
く
は
神
、
光
栄
に
し
て
讃
美
た
る
聖
使
徒
及
び
福
音
者
（
イ
オ
ア
ン
）
の
祈
祷
に
よ
っ
て
、
爾
福
音
を
宣
ぶ
る
者
に
多
く
の
力
あ
る
言
を
賜

は
ん
、
そ
の
至
愛
の
子
我
が
主
イ
イ
ス
ス
ハ
リ
ス
ト
ス
の
福
音
の
行
る
る
が
為
な
り
。 

輔
祭 

ア
ミ
ン
、
睿
智
、
謹
み
立
て
、
聖
福
音
経
を
聴
く
べ
し 

主
教 

衆
人
に
平
安 

(

詠
） 

爾
の
神
に
も 

輔
祭 

（
イ
オ
ア
ン
）
に
よ
る
聖
福
音
経
の
読
み 

（2

つ
続
く
場
合
は
、
最
初
の
福
音
者
の
名
前
だ
け
を
あ
げ
る
。
） 

輔
祭 

睿
智
、
謹
み
て
聴
く
べ
し
。（
福
音
経
も
使
徒
経
同
様
、
一
続
き
に
読
む
） 

成
聖
の(

イ
オ
ア
ン3
7

端
の
な
か
ば1

0
:
2
3
-2

8
) 

彼
の
時
、
イ
エ
ル
サ
リ
ム
に
重
修
節

あ
ら
た
め
の
ま
つ
り

あ
り
、
時
方ま

さ

に
冬
な
り
。
イ
イ
ス
ス
殿
に
在
り
て
、
ソ
ロ
モ
ン
の
廊
を
歩
め
る
に
、
イ
ウ
デ
ヤ

人
彼
を
環
り
て
曰
へ
り
、
爾
何
時
ま
で
か
我
等
を
疑
惑
せ
し
む
る
、
爾
ハ
リ
ス
ト
ス
な
ら
ば
、
明
に
我
等
に
告
げ
よ
。
イ
イ
ス
ス
彼



32 

 

等
に
答
へ
て
曰
ヘ
り
、
我
爾
等
に
告
げ
た
り
、
而
し
て
爾
等
信
ぜ
ず
、
我
の
我
が
父
の
名
に
因
り
て
行
ふ
事
は
、
我
が
為
に
證
を
作

す
。
然
れ
ど
も
爾
等
信
ぜ
ず
、
蓋
爾
等
は
我
に
属
す
る
羊
に
非
ず
、
我
が
爾
等
に
言
ひ
し
が
如
し
。
我
が
羊
は
我
の
聲
を
聴
く
、
我

は
彼
等
を
識
り
、
彼
等
は
我
に
従
ふ
。
我
は
彼
等
に
永
遠
の
生
命
を
與
ふ 

神
現
の
（
マ
ト
フ
ェ
イ
６
端
。） 

イ
イ
ス
ス
、
ガ
リ
レ
ヤ
よ
り
イ
オ
ル
ダ
ン
に
来
り
、
イ
オ
ア
ン
に
就
き
て
、
之
よ
り
洗
を
受
け
ん
と
欲
す
。
イ
オ
ア
ン
彼
を
止
め
て

曰
く
、
我
爾
よ
り
洗
を
受
く
べ
き
に
、
爾
我
に
就
く
か
。
イ
イ
ス
ス
答
へ
て
彼
に
謂
へ
り
、
今
姑
く
許
せ
、
蓋
我
等
は
是
く
の
如
く

凡
の
義
を
尽
す
べ
し
。
是 

に
於
て
之
を
許
せ
り
。
イ
イ
ス
ス
洗
を
受
け
て
、
直
に
水
よ
り
上
れ
る
に
、
視
よ
、
天
彼
の
為
に
開
け
、

神
の
神
鴿
の
如
く
降
り
て
、
其
上
に
臨
む
を
見
た
り
、
且
天
よ
り
声
あ
り
て
云
う
、
之
は
我
の
至
愛
の
子
、
我
が
喜
べ
る
者
な
り
。 

【
常
に
福
】
は
通
常
の 

【
領
聖
詞
】 

「
成
聖
」
の 

「
神
現
」
の 

「
主
日
領
聖
詞
」
子
供
た
ち
が
聖
詠
の
句
を
唱
え
る 

-
-
-
--

-
--

-
---

-
-
--

-
--

-
---

-
-
--

-
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-
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-
-
--

-
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-
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-
-
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-
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-
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-
-
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-
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-
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-
-
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-
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-
---

-
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